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各
会
計
別
決
算
額

※１ 実質収支は、歳入から歳出と翌年度繰越財源を引いたものです。
※２ 単年度収支は、実質収支から前年度実質収支を引いたものです。
※３ 純利益は、収益的収入から収益的支出を引いたものです。また、純利益、前年度純利益の

マイナス（▲）は純損失です。

質
問

が
ん
罹
患
患
者
の
一

人
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
幾
度

と
な
く
が
ん
検
診
の
意
義
や

必
要
性
を
伝
え
て
き
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
で
、

が
ん
の
早
期
発
見
に
重
要
で

あ
る
検
診
の
受
診
率
が
低
下

し
た
と
い
う
が
、
受
診
勧
奨

に
向
け
て
の
取
組
を
聞
く
。

答
弁

職
域
健
診
の
機
会
を

捉
え
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る
な

ど
、
企
業
や
事
業
者
と
連
携

し
て
周
知
、
啓
発
に
努
め
て

き
た
。
ま
た
、
が
ん
検
診
啓

発
動
画
を
作
成
し
、
商
業
施

設
で
の
放
映
や
市
ユ
ー
チ
ュ

ー
ブ
で
の
配
信
を
し
て
い
る
。

臨
時
財
政
対
策
債

借
入
れ
抑
制
を

＊
１

質
問

臨
時
財
政
対
策
債
は
、

借
入
額
が
返
済
額
を
上
回
る

状
況
が
続
い
て
お
り
、年
々
残

高
が
増
加
し
て
い
る
。普
通
交

付
税
の
代
替
財
源
で
あ
る
と

は
い
え
、市
債
残
高
が
１
１
１

０
億
円
と
な
っ
て
い
る
状
況

の
中
、臨
時
財
政
対
策
債
の
借

入
れ
抑
制
に
取
り
組
む
べ
き

と
考
え
る
が
、見
解
を
聞
く
。

答
弁

臨
時
財
政
対
策
債
に

つ
い
て
は
、
今
後
も
基
礎
的

な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す

る
た
め
の
財
源
と
し
て
活
用

を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
し
か
し
、
市
債
残
高
の

増
加
は
将
来
の
公
債
費
負
担

の
増
加
に
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
投
資
的
事
業

な
ど
に
係
る
市
債
残
高
全
体

で
起
債
の
借
入
れ
抑
制
や
繰

上
償
還
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

市 立
ひらかた病院
医
業
収
支
を
改
善
し

長
期
的
な
安
定
経
営
を

質
問

市
立
ひ
ら
か
た
病
院

の
元
年
度
決
算
は
４
２
０
０

万
円
の
累
積
欠
損
金
を
計
上

し
た
が
、２
年
度
は
一
転
し
、

８
億
円
も
の
利
益
剰
余
金
を

計
上
で
き
た
理
由
を
聞
く
。

な
お
、
本
来
の
医
業
収
支

を
改
善
し
て
長
期
的
な
安
定

経
営
の
見
通
し
が
立
っ
て
か

ら
、
利
益
剰
余
金
の
処
分
を

検
討
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
患

者
数
の
減
少
は
大
き
く
、
医

業
収
支
が
前
年
度
か
ら
６
億

８
７
０
０
万
円
悪
化
す
る
一

方
で
、
コ
ロ
ナ
病
床
の
確
保

に
伴
う
、
い
わ
ゆ
る
空
床
補

償
補
助
金
１２
億
６
０
０
０
万

円
の
交
付
を
受
け
、
さ
ら
に

は
、
有
効
活
用
地
の
売
却
益

を
計
上
し
た
こ
と
に
よ
る
。

質
問

２
年
度
の
水
道
管
路

の
耐
震
化
率
と
鉛
製
給
水
管

残
存
率
は
約
１
ポ
イ
ン
ト
ず

つ
改
善
し
て
い
る
と
い
う
が
、

今
後
、
水
道
管
路
の
老
朽
化

が
進
む
と
、
漏
水
事
故
が
増

え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

漏
水
に
よ
る
修
繕
工
事
の
件

数
と
近
年
の
推
移
を
聞
く
。

な
お
、
予
想
で
き
な
い
事

故
や
自
然
災
害
に
備
え
、
効

率
的
、
効
果
的
に
水
道
管
路

の
更
新
を
進
め
、
引
き
続
き

安
定
し
た
水
道
水
の
給
水
に

取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

配
水
管
６３
件
、
給
水

管
５
３
６
件
を
修
繕
し
た
。

多
少
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
、

毎
年
同
じ
よ
う
な
件
数
の
修

繕
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

生
活
困
窮
者
に
寄
り
添
い

自
立
ま
で
見
守
り
を

質
問

多
種
多
様
な
悩
み
を

抱
え
た
生
活
困
窮
者
に
対
し
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
支
援

し
て
い
る
と
い
う
が
、
２
年

度
、
生
活
保
護
受
給
者
数
が

減
少
し
た
理
由
を
聞
く
。

な
お
、相
談
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
に
努
め
、
相
談
者
に

寄
り
添
い
、
自
立
ま
で
し
っ

か
り
見
守
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

２
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
に
係
る
国
の
各

種
給
付
金
や
貸
付
制
度
の
利

用
で
、
生
活
保
護
受
給
者
は

増
加
し
な
か
っ
た
。
な
お
、

３
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
制
度

等
が
終
了
す
る
た
め
、
同
受

給
者
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
。

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
を

密
に
取
り
な
が
ら
、
市
民
か

ら
の
相
談
に
対
応
し
て
い
く
。

市
民
活
動
の
基
礎
と
な
る

社
会
教
育
の
充
実
を

質
問

社
会
教
育
の
充
実
を

求
め
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

と
は
い
え
感
染
症
対
策
や
環

境
問
題
な
ど
学
ぶ
べ
き
課
題

は
た
く
さ
ん
あ
る
中
、
社
会

教
育
事
業
の
２
年
度
実
績
は

あ
ま
り
に
も
不
十
分
で
あ
る
。

今
後
の
事
業
の
見
解
を
聞
く
。

な
お
、
市
民
活
動
の
基
礎

と
な
る
も
の
が
社
会
教
育
で

あ
り
、
こ
れ
か
ら
の
本
市
の

発
展
の
た
め
に
も
重
点
的
に

取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

講
座
の
テ
ー
マ
は
、

感
染
対
策
等
も
視
野
に
入
れ
、

社
会
動
向
や
市
民
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
設
定
し
、
引
き
続
き

府
や
本
市
の
関
係
部
署
と
連

携
し
て
事
業
に
取
り
組
む
。

がん検診の啓発動画水道管路の更新改良工事

質
問

２
年
度
に
様
々
な
交

通
安
全
に
係
る
整
備
を
行
っ

た
と
い
う
が
、
市
内
の
交
通

事
故
は
、
２
年
度
が
１
０
２

８
件
、
３
年
度
は
既
に
５
０

０
件
を
超
え
る
。
他
市
の
通

学
路
の
事
故
を
受
け
、
安
全

対
策
を
ど
う
強
化
し
た
の
か
。

な
お
、
重
大
事
故
が
多
い

交
差
点
内
を
含
む
、
標
示
の

消
え
か
け
た
全
横
断
歩
道
の

早
期
塗
り
直
し
を
要
望
す
る
。

答
弁

注
意
喚
起
と
し
て
、

交
差
点
内
標
示
の
赤
色
着
色

や
、
車
両
の
速
度
抑
制
と
し

て
、
道
路
の
両
側
に
ラ
バ
ー

ポ
ー
ル
を
設
置
し
て
道
幅
を

狭
め
る
等
の
取
組
を
行
っ
た
。

増
加
す
る
市
債
残
高

減
債
基
金
の
積
立
て
を

質
問

２
年
度
の
予
算
執
行

率
が
低
い
減
債
基
金
に
つ
い

て
、
基
金
繰
入
金
の
予
算
、

決
算
の
状
況
と
不
執
行
と
な

っ
た
要
因
を
聞
く
。

な
お
、
減
債
基
金
は
、
元

年
度
で
は
財
政
調
整
基
金
か

ら
の
積
替
え
が
見
送
ら
れ
、

２
年
度
の
積
立
て
は
予
算
化

も
し
て
い
な
い
。
市
債
残
高

が
増
大
す
る
施
策
展
開
を
行

う
な
ら
、
計
画
的
に
積
み
立

て
る
べ
き
と
意
見
し
て
お
く
。

答
弁

予
算
が
約
３
億
７
１

３
万
円
に
対
し
、
決
算
は
約

７
１
３
万
円
と
な
っ
た
。
こ

れ
は
、
借
換
え
時
期
が
到
来

し
た
市
債
の
繰
上
償
還
を
行

っ
た
金
額
の
み
取
り
崩
し
て

繰
り
入
れ
た
た
め
で
あ
る
。

市駅周辺
再 整 備
２
年
連
続
で
の

予
算
繰
越
し
は
問
題

質
問

２
年
度
の
市
駅
周
辺

再
整
備
基
本
計
画
策
定
に
係

る
委
託
業
務
内
容
は
、
以
前

＊
２

は
②
④
⑤
街
区
の
ま
ち
づ
く

り
の
具
体
化
に
必
要
な
資
料

修
正
や
全
街
区
の
Ｖ
Ｒ
デ
ー

タ
作
成
と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、

Ｖ
Ｒ
デ
ー
タ
は
作
成
で
な
く

修
正
に
変
更
し
た
と
い
う
。

こ
の
こ
と
へ
の
見
解
を
聞
く
。

な
お
、
市
駅
周
辺
の
再
開

発
事
業
に
関
す
る
予
算
を
執

行
で
き
ず
、
２
年
連
続
で
次

年
度
に
繰
り
越
す
の
は
問
題

だ
と
指
摘
し
て
お
く
。

答
弁

平
成
２７
年
度
に
作
成

し
た
Ｖ
Ｒ
デ
ー
タ
を
基
に
、

今
後
の
民
間
活
力
導
入
エ
リ

ア
で
の
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
、

現
在
検
討
し
て
い
る
内
容
を

含
め
て
時
点
修
正
し
た
ま
ち

の
姿
を
示
し
て
い
く
。

質
問

２
年
度
か
ら
始
ま
っ

＊
３た
若
者
世
代
空
き
家
活
用
補

助
制
度
は
、
ニ
ー
ズ
が
も
う

少
し
高
い
と
聞
い
て
い
た
が
、

実
績
は
１
件
と
い
う
。運
用
状

況
に
つ
い
て
、見
解
を
聞
く
。

な
お
、
補
助
制
度
を
知
ら

ず
に
空
き
家
を
購
入
し
た
人

も
い
る
と
聞
い
て
お
り
、
若

者
世
代
の
定
住
促
進
を
推
進

す
る
た
め
に
も
、
本
制
度
の

周
知
徹
底
を
要
望
す
る
。

答
弁

２
年
度
に
受
付
を
行

い
交
付
決
定
し
た
の
は
１９
件

だ
が
、
年
度
内
に
工
事
を
終

え
、
補
助
金
を
交
付
で
き
た

の
は
１
件
で
あ
っ
た
。
残
り

１８
件
は
３
年
度
へ
繰
越
措
置

を
行
っ
て
お
り
、
工
事
完
了

の
確
認
後
、
随
時
、
交
付
し

て
い
る
。

不登校の
解決など
教
育
と
福
祉
の
連
携
で

期
待
さ
れ
る
効
果
は

質
問

子
ど
も
の
不
登
校
や

虐
待
等
の
解
決
に
は
、
教
育

と
福
祉
の
連
携
が
必
要
と
の

考
え
の
下
、
子
ど
も
の
育
ち

見
守
り
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

＊
４ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー
を
導
入

＊
５

し
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
を
教
育
委
員
会
か

ら
移
管
す
る
検
討
も
し
た
と

い
う
が
、
ど
の
よ
う
な
効
果

を
期
待
し
て
い
る
の
か
。

な
お
、
昨
今
、
実
態
が
明

確
化
し
て
き
た
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
へ
の
支
援
も
要
望
す
る
。

答
弁

就
学
前
後
を
通
し
て
、

支
援
の
継
続
性
を
確
保
す
る

こ
と
で
、
子
ど
も
に
と
っ
て

最
適
な
支
援
を
切
れ
目
な
く

行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

教
育
現
場
に
お
い
て
、
よ
り

早
期
に
子
ど
も
の
課
題
に
関

わ
っ
て
い
け
る
と
考
え
る
。

健
康
福
祉
の
相
談
窓
口

地
域
拠
点
に
も
早
期
整
備
を

質
問

２
年
１１
月
か
ら
北
部

支
所
内
に
整
備
さ
れ
た
、
健

康
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
の
取

組
状
況
を
聞
く
。

な
お
、
複
合
的
な
課
題
に

対
応
す
る
本
庁
の
健
康
福
祉

総
合
相
談
担
当
の
窓
口
を
、

地
域
の
拠
点
施
設
に
も
早
期

に
整
備
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

健
康
や
子
育
て
の
悩

み
、高
齢
者
の
困
り
事
な
ど
、

市
民
が
身
近
な
地
域
で
気
軽

に
相
談
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
、
き
め
細
や
か
な

支
援
に
つ
な
げ
ら
れ
た
。
一

方
、
福
祉
に
関
す
る
相
談
件

数
は
伸
び
悩
む
実
情
が
あ
る
。

安全対策としてラバーポールが設置
された道路（写真は伊加賀西町）若者世代空き家活用補助制度の活用事例

質
問

市
内
１９
中
学
校
区
の

地
域
教
育
協
議
会
に
委
託
し

て
実
施
す
る
総
合
的
教
育
力

活
性
化
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍

で
例
年
の
活
動
等
が
で
き
な

か
っ
た
と
い
う
。
今
後
の
状

況
が
不
透
明
な
中
、
同
協
議

会
の
在
り
方
と
、
同
事
業
の

進
め
方
の
見
解
を
聞
く
。

な
お
、
同
事
業
を
取
り
巻

く
状
況
等
は
こ
の
間
変
容
し

続
け
て
い
る
。
同
協
議
会
の

役
員
の
成
り
手
不
足
や
業
務

負
担
等
の
諸
課
題
に
も
目
を

向
け
、
今
後
の
同
事
業
の
在

り
方
の
検
討
を
要
望
す
る
。

答
弁

ま
ず
、
同
協
議
会
会

長
や
校
長
の
意
見
を
聞
い
て

現
状
を
適
切
に
把
握
し
、
今

後
の
活
動
を
検
討
し
て
い
く
。

子
ど
も
い
き
い
き
広
場

今
後
の
実
施
の
考
え
方
は

質
問

子
ど
も
い
き
い
き
広

場
は
、
子
ど
も
の
生
き
る
力

を
育
む
た
め
地
域
団
体
等
が

実
施
す
る
重
要
な
事
業
だ
が
、

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
回
数
と
参

加
児
童
数
は
大
幅
に
減
少
し

た
。
今
後
も
、
感
染
の
不
安

か
ら
活
動
を
自
粛
す
る
地
域

も
あ
る
と
考
え
る
が
、
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
同
事
業
の
実

施
に
つ
い
て
、見
解
を
聞
く
。

な
お
、
特
に
運
営
に
苦
慮

し
て
い
る
団
体
に
は
、
市
と

し
て
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ

を
行
う
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

同
事
業
の
実
施
は
、

今
後
の
感
染
状
況
等
を
踏
ま

え
総
合
的
に
判
断
す
る
。
ま

た
、
実
施
の
際
は
、
安
全
、

安
心
な
環
境
の
下
で
取
り
組

め
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

新型コロナ
ウイルス
感
染
症
対
策
応
援
基
金

終
期
と
使
い
道
検
討
を

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
応
援
基
金
へ

の
寄
附
は
今
後
、
減
っ
て
い

く
と
考
え
る
。
有
効
活
用
の

た
め
、
終
期
の
設
定
と
使
い

道
を
し
っ
か
り
検
討
す
べ
き

だ
が
、
同
基
金
は
い
つ
ま
で

運
営
す
る
予
定
な
の
か
。
ま

た
、
今
後
の
感
染
状
況
等
に

よ
っ
て
最
終
的
に
同
感
染
症

対
策
以
外
に
も
充
当
す
る
考

え
は
あ
る
の
か
。

答
弁

同
基
金
の
終
期
は
、

感
染
状
況
等
を
踏
ま
え
、
判

断
し
て
い
く
。
ま
た
、
同
基

金
は
同
感
染
症
対
策
と
し
て

の
寄
附
を
募
る
も
の
で
あ
る

た
め
、
今
後
も
同
感
染
症
対

策
事
業
に
充
当
し
て
い
く
。

質
問

２
年
度
の
市
公
式
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
利
用
者
は
大
き
く
増

加
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の

情
報
発
信
は
、
重
要
性
が
増

し
て
い
る
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
よ

く
利
用
す
る
若
年
層
へ
支
援

情
報
が
届
き
や
す
く
す
る
取

組
は
行
っ
て
き
た
の
か
。

な
お
、
効
果
的
な
情
報
発

信
は
、
定
住
促
進
に
も
つ
な

が
る
た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
上
手

に
活
用
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

若
者
に
人
気
が
あ
る

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
、

ふ
だ
ん
は
魅
力
ス
ポ
ッ
ト
の

紹
介
等
様
々
な
情
報
発
信
を

し
て
い
る
。３
年
１
月
に「
は

た
ち
の
つ
ど
い
」
の
延
期
を

決
定
し
た
際
に
は
、
い
ち
早

く
新
成
人
に
周
知
す
る
た
め
、

市
公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で

も
中
止
の
決
定
を
投
稿
し
た
。

結
婚
等
新
生
活
支
援
事
業

今
後
も
継
続
的
な
取
組
を

質
問

結
婚
等
新
生
活
支
援

事
業
の
申
請
件
数
が
２
年
度

に
大
幅
に
増
加
し
た
要
因
を

ど
う
分
析
し
て
い
る
の
か
。

な
お
、
新
婚
等
世
帯
が
本

市
に
住
む
き
っ
か
け
と
な
る

重
要
な
事
業
の
た
め
、
多
く

の
利
用
が
可
能
と
な
る
よ
う

予
算
を
確
保
し
、
継
続
的
に

取
り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

様
々
な
周
知
活
動
に

加
え
、
近
隣
自
治
体
で
同
事

業
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
こ

と
、
ま
た
、
新
聞
等
を
通
じ

広
く
報
道
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
対
象
者
の
掘
り
起
こ
し

と
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
要
因

と
考
え
て
い
る
。

水 道 料 金
下水道使用料
福
祉
減
免
制
度

幅
広
く
周
知
と
案
内
を

質
問

水
道
事
業
会
計
及
び

下
水
道
事
業
会
計
に
お
い
て
、

福
祉
減
免
分
と
し
て
一
般
会

計
か
ら
補
助
金
を
受
け
て
い

る
が
、
こ
の
福
祉
減
免
制
度

は
、
ど
の
よ
う
な
人
が
対
象

と
な
る
の
か
。

な
お
、
対
象
者
が
同
制
度

を
知
ら
ず
に
利
用
で
き
な
か

っ
た
と
い
う
こ
と
の
な
い
よ

う
、
今
後
も
幅
広
い
周
知
や

機
会
を
捉
え
て
の
案
内
に
努

め
る
よ
う
要
望
す
る
。

答
弁

対
象
の
区
分
は
、
生

活
保
護
世
帯
、
母
子
父
子
世

帯
、
障
害
者
手
帳
等
所
持
者

や
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
受

給
世
帯
、
介
護
保
険
要
介
護

世
帯
、
生
活
困
窮
高
齢
者
世

帯
と
し
て
い
る
。

枚方子どもいきいき広場の様子市公式インスタグラム

＊
１

臨
時
財
政
対
策
債
…

地
方
交
付
税
の
不
足
額
を
補

う
た
め
発
行
さ
れ
る
地
方
債

の
こ
と
。
償
還
費
用
に
つ
い

て
は
、
後
年
度
に
地
方
交
付

税
で
措
置
さ
れ
る
。

＊
２

街
区
…
市
駅
周
辺
再

整
備
で
は
、
枚
方
市
駅
周
辺

を
①
街
区
か
ら
⑤
街
区
ま
で

の
５
つ
の
エ
リ
ア
に
定
め
、

再
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

各
街
区
の
位
置
に
つ
い
て

は
左
図
の
と
お
り
。

＊
３

若
者
世
代
空
き
家
活

用
補
助
制
度
…
市
内
に
あ
る

旧
耐
震
基
準
の
空
き
家
を
活

用
し
、
本
市
に
定
住
す
る
若

者
世
帯
や
子
育
て
世
帯
を
応

援
す
る
制
度
の
こ
と
。
対
象

要
件
を
満
た
す
こ
と
で
、
空

き
家
の
除
却
や
住
宅
の
新
築
、

リ
フ
ォ
ー
ム
に
か
か
る
工
事

費
用
に
つ
い
て
、
最
大
１
０

０
万
円
の
補
助
が
受
け
ら
れ

る
。

＊
４

ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー

…
学
校
で
発
生
す
る
様
々
な

問
題
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の

利
益
を
念
頭
に
置
き
、
法
律

の
見
地
か
ら
学
校
に
助
言
を

行
う
弁
護
士
の
こ
と
。

＊
５

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
…
児
童
、
生
徒

が
生
活
の
中
で
抱
え
る
様
々

な
問
題
に
対
し
、
教
員
と
共

に
問
題
の
解
決
を
図
る
福
祉

の
専
門
職
の
こ
と
。

＊
６

ひ
と
り
親
家
庭
等
日

常
生
活
支
援
事
業
…
ひ
と
り

親
家
庭
及
び
寡
婦
を
対
象
に

ヘ
ル
パ
ー
（
家
庭
生
活
支
援

員
）
を
派
遣
し
、
子
ど
も
の

見
守
り
や
家
事
等
の
生
活
援

助
な
ど
を
行
う
事
業
の
こ
と
。

同
事
業
は
、
一
時
的
な
け

が
や
病
気
、
時
間
外
勤
務
や

出
張
等
で
日
常
生
活
に
支
障

が
あ
る
場
合
に
利
用
で
き
、

事
前
相
談
と
利
用
登
録
が
必

要
と
な
る
。

区 分 歳 入 歳 出 翌 年 度
繰越財源

※１
実質収支

前 年 度
実質収支

※２
単年度収支

一 般 会 計 １９３,０９３,９６６１８９,６１１,１１９ １,８０２,１１８ １,６８０,７２９ １,６５２,５３０ ２８,１９９

特

別

会

計

国民健康保険 ４０,５４４,４０８ ３９,７９０,５８０ ０ ７５３,８２８ ３４１,６５２ ４１２,１７６

自動車駐車場 ７９,９７５ ２２８,４５２ ０ ▲１４８,４７７ ▲１６７,７６２ １９,２８５

財 産 区 １,０１５,８０１ １,０１５,８０１ ０ ０ ０ ０

介 護 保 険 ３４,２６０,１７１ ３３,１５９,５４３ ０ １,１００,６２８ ５０６,０４１ ５９４,５８７

後期高齢者医療 ６,８２４,６０４ ６,７６５,１３９ ０ ５９,４６５ ６４,２４４ ▲４,７７９

母子父子寡婦
福祉資金貸付金 ４１,５１６ ２８,５２６ ０ １２,９９０ ２,４４３ １０,５４７

区 分 収益的収入 収益的支出 ※３
純 利 益

※３
前年度純利益

企
業
会
計

水 道 事 業 ６,５３４,１５７ ５,２６０,２４１ １,２７３,９１６ １,３６９,６４９

病 院 事 業 １１,２８４,５８３ １０,４４７,８４０ ８３６,７４３ ▲２９,８５８

下水道事業 １２,３２８,２１４ １０,８２８,０１２ １,５００,２０２ １,８３５,５４７

令和４年（２０２２年）１月１日 枚 方 市 議 会 報 第３３６号 ＜ ２ ＞


